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解　説
排水基準の改正について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　環境管理センター
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　井　勝　久　喜
　水質汚濁防止法に基づく有害物質の排出規制等の拡充・強化が行われ，平成6年2月1日より施行され
ました。岡山大学から排出される排水もこの規制の対象であることから，今後対策が必要となります。そ
こで，今回の改正の要点を本解説でまとめたので参考にしていただきたい。
　水質汚濁防止法に基づく有害物質の排水規制は，これまで11項目を対象に行われ，公共用水域でのこれ
らの項目に係る環境基準はほぼ達成されてきている。しかしながら，近年多様な化学物質の生産・使用に
伴い，こうした化学物質による水域の汚染を防止し，国民の健康を保護するための体系的な取り組みが必
要となったことから，平成5年3月に環境基準項目の項目追加等が行われた。なお，環境基準については
本誌第15号に解説が掲載されているので参照していただきたい。
　一方，「水質汚濁防止法に基づく排出水の排出，地下浸透水の浸透等の規制に係る項目追加等について」
は，平成5年4月5日付けで環境庁長官が中央公害対策審議会会長に諮問し，水質部会排水基準専門委員
会及び同特殊問題専門委員会水質測定方法分科会で検討され，平成5年12月6日に答申された。環境庁は
この答申を受けて，水質汚濁防止法施行令の一部を改正する政令及び排水基準を定める総理府令の一部を
改正する総理府令を平成5年12月27日に公布し，さらに，排水基準に係る検定方法を定める等の件の一部
を改正する件及び水質汚濁防止法施行規則第6条の2に基づき環境庁長官が定める検定方法の一部を改正
する件を平成6年1月10日に公布した。これらの政令，総理府令及び告示は，いずれも平成6年2月1日
から施行されている。
　これまでの排水基準の変遷を表1に示した。排水基準は，公害対策基本法（現環境基本法）に基づく環
境基準の設定を受け，それを維持達成するための施策の一つとして，水質汚濁防止法により定められたも
のである。排水基準には有害物質と生活環境項目があるが，有害物質については水質汚濁防止法第2条第
2項第1号において政令で定めるとされており，それが法施行令第2条に規定されている。当初（昭和46
年6月）はカドミウムなど8物質について排水基準が定められたが，時代の変遷とともに11物質にまで規
制物質が増加していた。今回の法改正ではさらに13物質が追加されるとともに，鉛及びヒ素については基
準値の強化が行われた。なお，今回の有害物質に係る排水規制の強化等の背景には［水道水基準の強化］
→［水質環境基準の強化］→［排水基準の強化］という一連の流れがある。このことから，水質環境基準
が強化されると排水基準の強化が行われることは明らかである。現在の環境基準には直ちに環境基準とは
せず，引き続き知見の集積に努めるべきと判断される物質について要監視項目という枠組みが設けられ，
クロロホルム以下25物質が指定されているが，今後これらの物質についても排水基準が設定される可能性
があるとして対応策を検討しておく必要があるものと思われる。
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　今回設定された排水基準値を表2に示した。なお，旧排水基準と環境基準もあせてまとめた。新たに排
水基準項目に追加されたのは表2のジクロロメタン以下13項目である。これらの項目については，基本的
には従来からの考え方を踏襲し環境基準の10倍値が排水基準として設定されている。この環境基準の10倍
という値は，排出水の水質は公共用水域に排出されると，そこを流れる河川等により，排水口から合理的
な距離を経た公共水域において，通常少なくとも10倍程度に希釈されると想定されることに基づくもので
ある。追加項目のうち，1，1，1一トリクロロエタンについては，環境基準の10倍値より厳しい基準値が設定
されているが，これは環境基準より厳しい基準値を設定している水道水質に関する基準値を考慮して定め
られたものである。また，既規制項目の鉛及びヒ素については，環境基準が強化されたことから排水基準
値もそれに従って強化された。有機リン化合物については環境基準値からは削除されたが，この削除は従
来の排水規制の継続が前提となっていることから，排水基準項目としてはそのまま残されている。
　　　　　　　　　　　　　　　　表1排水基準の変遷
??????
昭和46年6月
カドミウム　　（0．1）
シアン　　　（1．0）
有機リン　　（1．e）
鉛　　　　　（！．0）
六価クロン　（0．5）
ヒ素　　　　（0．5）
49年9月　　50年2月
一一hF
禦ル水銀冊＝細5）ト
PCB（O．003）一
59年8月　　平成元年10月
トリクロロエチレン　　　（0．3）＊→　　（Q．3）
テトラクロロエチレン　　（O．1）＊．→　（0．1）
1，／，1一トリクロロエタン（3．0）＊
四塩化炭素　　　（0．03）＊
鉛
ヒ素
6年2月
（O．1）
（O．1）
1，1，1一トリクロロエタン　　　（3．0）
四塩化炭素　　　　　　　　　（0．02）
ジクロロメタン　　　　　　　（0．2）
1，2一ジクロロエタン　　　　（0．04）
1，1一ジクロロエタン　　　　（O．2）
シスー1，2一ジクロロエチレン　（0．4）
1，1，2一トリクロロエタン　　　（0．06）
1，3一ジクロロプロパン　　　　（0．02）
チウラム　　　　　　　　（0．06）
シマジン　　　　　　　　　（0．03）
チオベンカルブ　　　　　　（0．2）
ベンゼン　　　　　　　　（0．1）
セレン　　　　　　　　　（0．1）
pH　（5．8’一8．6）
BOD　or　COD　｛160（日間平均120）
SS　　　　　　｛200（日間平均150）
鉱油類　　　　（5）
動植物油類　　　（30）
フェノール　　　（5）
銅　　　　　　（3）
亜鉛　　　　　（5）
溶解性鉄　　　　（10）
溶解性マンガン（10）
総：クロム　　　　（2）
フッ素　　　　（15）
大腸菌群数　　　（外間平均3，000個／c㎡）
　　60年7月
塑穿〔籍義塾劉1網爵鵜61｝〕
5年10月
海域に　　　　〔同意〕ついて
＊：暫定指導指針値
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今回の改正された排水基準の追加項目のうち，ジクロロメタン，1，2一ジクロロエタン，チウラム，ベン
ゼン，セレン並びに排水基準が強化された鉛及びヒ素については，特定施設のうち排水基準への対応が著
しく困難と認められた業種等については最大限3年間の適用猶予が与えられたが，その業種には大学，研
究機関等は含まれていない。従って新排水基準は法律が施行された平成6年2月1日から6ヵ月後の8月
1日から大学も実質上の規制を受けている。岡山大学の場合，これまで水銀が時々排水基準値を超過し，
その都度多額の費用を使って対応してきたが，今回の改正では鉛及びヒ素の基準値が強化されたこと及び
実験室でよく使用されている有機塩素化合物が排水基準に加えられたことから，今後これらの物質につい
て注意が必要である。特に，有機塩素化合物は排水中に混入した場合，現状では処理が非常に難しいため，
各研究室において排水中に混入しないよう事前の措置を検討していただきたい。
　以上，排水基準の改正点について簡単にまとめたが，岡山大学では，新排水基準項目の測定を行うにし
てもその分析機器及び予算がなく，また，排水中に混入した場合の処理方法も検討されていないことから，
法改正への対応が非常に遅れている。当面は，排水排出者が個々に注意をしていくしか対応策がないこと
から，排出者の協力をお願いしたい。
表2排水基準項目及び排水基準
許　　容 限
?
有　　害　　物　　質　　の　　種　　類 ? 基　準
?
基　準 環境基準
（参考）
○カドミウムびその化合物 0．1 mg／1 0．1 mg／1 0．01 mg／1
○シアン化合物 1 mg／1 1 mg／1 検出されないこと
○有機リン化合物 1 mg／1 1 mg／1 削除
●鉛及びその化合物 0．1 mg／1 1 温9／1 0．01 mg／1
〇六価クロム化合物 0．5 mg／1 0．5 mg／1 0．05 mg／1
●ヒ素及びその化合物 0．1 mg／1 0．5 mg／1 0．01 mg／1
○水銀及びアルキル水銀その他の水銀化合物 0，005 mg／1 0，005 mg／1 0．0005mg／1
○アルキル水銀化合物 検出されないこと 検出されないこと 検出されないことOPCB 0，003 mg／1 0，003 mg／1 検出されないこと
○トリクロロエチレン 0．3 mg／1 0．3 mg／1 0．03 mg／1
○テトラクロロエチレン 0．1 mg／1 0．1 mg／1 0．01 mg／1
◇ジクロロメタン 0．2 mg／1 一 0．02 mg／1
◆四塩化炭素 0．02 mg／1 （0つ3 mg／1） 0，002 mg／1
◇1，2一ジクロロエタン 0．04 mg／1 一 0，004 mg／1
◇1，1一ジクロロエチレン 0．2 ㎎／1 一 0．02 mg／1
◇シスー1，2一ジクロロエチレン 0．4 mg／1 一 0．04 mg／1
◆1，1，1一トリクロロエタン 3 mg／1
（?
mg／1） 1 mg／1
◇1，1，2一トリクロロエタン 0．06 mg／1 ｝ 0，006 mg／1
◇1β一ジクロロプロペン 0．02 mg／1 一 α002 mg／1
◇チウラム 0．06 mg／1 一 0，006 mg／1
◇シマジン 0．03 mg／1 一 0，003 mg／1
◇チオベンカルブ 0．2 mg／1 ｝ 0．02 mg／1
◇ベンゼン 0．1 mg／1 一 0．01 mg／1
◇セレン 0．1 mg／1 一 α01 mg／1
注）○：既定有害物質のうち基準値に変更がないもの（9物質）
　　●：既定有害物質であるが，基準値が強化されたもの（2物質）
　◇：新規有害物質（11物質）
　◆：’新規有害物質であるが，暫定指針値があったもの（2物質）
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